（サンプル）寄託契約書

株式会社○○○○（以下、「甲」という。）と、株式会社○○○○（以下、「乙」という。）は、建築資材の寄託に関し以下のとおり契約（以下、「本契約」という。）を締結した。

第１条（寄託の対象）

甲は、乙に対し、本日、以下に記載する建築資材（以下「本件寄託物」という。）を寄託し、乙はその保管をすることを約してこれを受けとった。

記

（本件寄託物の表示）

・甲の製造または所有にかかる建築資材

アルミニウム製建具（品番○○○○）　数量　500点

以上

第２条（契約期間）

本契約の有効期間は、本契約締結日より○ヶ月とする。

第３条（保管場所及び返還場所）

乙は、本件寄託物を次の場所において保管する。

　　住所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　名称（　乙の管理にかかる倉庫○○○○　　）

２　乙は、原則として前項の保管場所をもって、甲に対し本件寄託物を返還する場所とする。

第４条（保管料）

甲は、乙に対して、本件寄託物を、第２条所定の期間保管することの報酬及び当該保管に係る費用（以下、併せて「保管料」という。）として、併せて金○○万円を支払うものとする。

２　甲は、乙に対し、前項の保管料を、乙からの本件寄託物の返還を受けると同時に支払う。なお、振込手数料は、甲の負担とする。

第５条（注意義務等）

乙は、本件寄託物の保管にあたり、本件寄託物を善良な管理者の注意義務をもって保管するものとする。

２　乙は、本件寄託物を使用し、第三者に譲渡し、または本件寄託物に対し担保権等を設定してはならない。

３　乙の責に帰すべき事由により本件寄託物に滅失、損傷、不足、故障、その他損害等が生じた場合には、乙は直ちにその旨を甲に報告するものとし、対応については甲の指示に従い、かつ甲に対しその損害を賠償しなければならない。

４　本件寄託物の性質または内容により、本契約の規定と併せて特別の規定が必要と認められる場合は、甲と乙は、当該特別の規定につき協議の上、決定した内容につき契約を締結するものとする。

第６条（第三者による保管）

乙は、あらかじめ甲の承諾を得た場合を除き、本件寄託物を第三者に保管させることはできない。ただし、本件寄託物の適切な保管のために緊急かつやむを得ない事情がある場合はこの限りでない。

第７条（中途解約）

甲または乙は、本契約の有効期間中において、やむを得ない事情が生じた場合には、相手方に対し書面にて１ヶ月以上前の予告通知をすることにより、本契約を解除することができるものとする。なお、倉庫からの搬出作業にかかる作業及び費用は、解約の申出をした当事者が負担するものとする。

２　前項の場合の保管料は、第４条に定める保管料を、解除の効力が生じる日から本契約の有効期間満了の日迄の期間について、日割りにより計算する。

第８条（引取請求）

乙は、本契約が終了した場合、甲に対し、相当の期間を定めて本件寄託物の引取を請求することができる。

２　本件寄託物の甲による引取が遅れたときは、甲は当該甲の引き取りが遅滞した日数にわたり、１日あたり○○○円を違約金として支払わなければならない。

第９条（管轄裁判所）

本契約に係る訴訟については、○○裁判所をもって合意による専属的管轄裁判所とする。
平成○○年○○月○○日

（甲）

住所○○○

株式会社○○○

代表取締役○○　○○　印

（乙）

住所○○○

株式会社○○○

代表取締役○○　○○　印







